
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント          アドベンチスト聴覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「神
かみ

のためにたくさんの友人
ゆうじん

をつくる―喜
よろこ

びを他
ほか

の人
ひと

に伝
つた

える」     

 

第
だい

1 1
じゅういっ

課
か

  イエスの物語
ものがたり

を伝
つた

える 

小
こ

濱
はま

守
もり

宏
ひろ

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

を証
あか

しする人
ひと

について、学
まな

びたいと思
おも

います。神様
かみさま

は、なぜ証
あか

しをするようにすすめておら

れるのでしょうか。また、証
あか

しとはなんでしょうか、調
しら

べてみましょう。 

まず、神様
かみさま

が証
あか

しをすすめている訳
わけ

を見
み

てみましょう。※
１
いち

福音
ふくいん

に触
ふ

れた人
ひと

は苦
くる

しみから喜
よろこ

びへと変
へん

化
か

がともな

います。 

その変
へん

化
か

が友人
ゆうじん

や知
ち

人
じん

、周
まわ

りの人々
ひとびと

に神様
かみさま

を伝
つた

える大
おお

きな役割
やくわり

を果
は

たします。聖書
せいしょ

は、イエス様
さま

と出会
で あ

い、

大
おお

きく変
か

えられた人
ひと

の証
あか

しでいっぱいです。今週
こんしゅう

の SS ガイドの前半
ぜんはん

に「変
か

えられた」という変
へん

化
か

したという  

言
こと

葉
ば

が約
やく

10
じっ

回
かい

も使
つか

われています。私
わたし

たちもイエス様
さま

の愛
あい

に触
ふ

れる（触
さわ

る）ことによって「変
か

えられた」喜
よろこ

びを

確認
かくにん

したいと思
おも

います。 

次
つぎ

に証
あか

しの内容
ないよう

について、ガイドは、「証
あか

しとは、私
わたし

たちがイエスについて知
し

っていることを伝
つた

えることです。」

とありました。イエス様
さま

について聖書
せいしょ

から学
まな

ぶ時
とき

、私
わたし

たちは、イエス様
さま

をより深
ふか

く知
し

り、喜
よろこ

びをお伝
つた

えするこ

とができるかも知
し

れません。 

※１
いち

福音
ふくいん

に触
ふ

れた（イエスさまのことを知
し

った） 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：イエスー私
わたし

たちの証
あか

しの基礎
き そ

 

イエス様
さま

と出会
で あ

った時期
じ き

は、人
ひと

それぞれです。ある人
ひと

は、クリスチャン家庭
かてい

に育
そだ

ち、生
う

まれた瞬
しゅん

間
かん

からイエス様
さま

の名
な

前
まえ

を耳
みみ

にするかもしれません。別
べつ

の人
ひと

は、学生
がくせい

の時
とき

、ある人
ひと

は、※
２
に

晩年
ばんねん

にイエス様
さま

と出会
で あ

う人
ひと

もいるでしょ

う。不思議
ふ し ぎ

なものでイエス様
さま

との出会
で あ

いは、いつも※
３
さん

新鮮
しんせん

です。※
４
よん

うわべだけの出会
で あ

いではなく、心
こころ

の奥底
おくそこ

から

の交
まじ

わりは、いつも※
３
さん

新鮮
しんせん

で新
あら

たな関係
かんけい

へと導
みちび

き、「救
すく

いという※
５
ご

賜物
たまもの

を受
う

け取
と

りました。・・・・・・人生
じんせい

は

新
あたら

しい意味
い み

と目的
もくてき

を」与
あた

えてくれます。例
たと

えば、エフェソ2
に

章
しょう

にあるように「この世
よ

を支配
しはい

する者
もの

・・・※
６
ろく

不
ふ

従
じゅう

順
じゅん

な者
もの

たちの内
うち

に今
いま

も働
はたら

く霊
れい

に従
したが

い、過
あやま

ちと罪
つみ

を犯
おか

して歩
あゆ

んで」（2
に

節
せつ

）いた自分
じぶん

に気
き

づかされます。自分
じぶん

の

思
おも

うように人
ひと

を裁
さば

き、自分
じぶん

をいい人
ひと

だと勘違
かんちが

いしていて、幸
しあわ

せな思
おも

いに満
み

たされる事
こと

はなく、不
ふ

安
あん

と不
ふ

満
まん

でいっ

ぱいでした。人
ひと

を通
とお

してイエス様
さま

を紹
しょう

介
かい

され、イエス様
さま

に触
ふ

れ、神様
かみさま

の愛
あい

を知
し

り「・・恵
めぐ

みにより、信仰
しんこう

によっ



て救
すく

われました。このことは、自
みずか

らの力
ちから

によるのではなく、神
かみ

の※
５
ご

賜物
たまもの

」（8
はっ

節
せつ

）で救
すく

われた事実
じじつ

を受
う

けとった

時
とき

に心
こころ

は軽
かる

くなりました。この喜
よろこ

びの体験
たいけん

が証
あか

しの基礎
き そ

となるのだと思
おも

います。 

※２
に

晩年
ばんねん

（年
とし

を取
と

って死
し

ぬ前
まえ

の数年
すうねん

） 

※３
さん

新鮮
しんせん

（新
あたら

しく元
げん

気
き

になる） 

※４
よん

うわべ（心
こころ

がこもっていない） 

※５
ご

賜物
たまもの

（プレゼント） 

※６
ろく

不
ふ

従
じゅう

順
じゅん

な（従
したが

わない） 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：人
ひと

を変
か

える個
こ

人的
じんてき

な証
あか

しの原動力
げんどうりょく

 

ゼベダイの子
こ

ヨハネとヤコブは、「 雷
かみなり

の子
こ

」（マルコ3
さん

： 1 7
じゅうなな

）と呼
よ

ばれるほど※
７
なな

短気
たんき

でした。イエス様
さま

と共
とも

に神様
かみさま

の国
くに

を伝
つた

える働
はたら

きをしていてもなかなか、怒
おこ

りっぽい性格
せいかく

は直
なお

りませんでした。しかし、「イエス様
さま

の愛
あい

に触
ふ

れる中
なか

、ヨハネの性
せい

急
きゅう

な行動
こうどう

や怒
いか

りは、愛
あい

情
じょう

あふれる親切
しんせつ

な・・・精神
せいしん

へ作
つく

り変
か

えられました」ヨハネが

変
か

わったのは、神様
かみさま

の永遠
えいえん

の※
８
はち

法則
ほうそく

である愛
あい

に触
ふ

れ（触
さわ

り）続
つづ

けたからです。証
あか

しの※
９
きゅう

原動力
げんどうりょく

は、イエス様
さま

の※
８
はち

法則
ほうそく

である「愛
あい

は愛
あい

によってのみ目覚
め ざ

めさせられる」愛
あい

の力
ちから

が私
わたし

たちの内
うち

（心
こころ

）にも働
はたら

いていることを

覚
おぼ

えたいと思
おも

います。 

※７
なな

短気
たんき

（すぐに怒
おこ

る） 

※８
はち

法則
ほうそく

（決
き

まり） 

※９
きゅう

原動力
げんどうりょく

（話
はな

したくなる気持
き も

ちになる力
ちから

） 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：イエスの物
もの

語
がたり

を話
はな

す 

イエス様
さま

の力
ちから

は、私
わたし

たちの想像
そうぞう

を超
こ

えています。悪霊
あくれい

にとりつかれ、周
まわ

りの人
ひと

からもどうしようもないと思
おも

われ、もしかすると本
ほん

人
にん

も絶望
ぜつぼう

していたかもしれない人
ひと

に、神様
かみさま

が近
ちか

寄
よ

ってきて下
くだ

さり、愛
あい

情
じょう

を注
そそ

がれ変
か

えられ

ました。悪霊
あくれい

にとりつかれた人
ひと

は、心
こころ

も体
からだ

も癒
いや

され回復
かいふく

しました。もし、自分
じぶん

が悪霊
あくれい

に取
と

り憑
つ

かれた人
ひと

だった

ら、どう思
おも

うだろうかと考
かんが

えました。皆
みな

さんは、どう感
かん

じますか。悪霊
あくれい

に取
と

り憑
つ

かれた人
ひと

は、「自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のうちに

イエスがメシヤである証
しょう

拠
こ

を」手
て

に入
い

れたのです。私
わたし

たちも体験
たいけん

や学
まな

びで得
え

た喜
よろこ

びをお伝
つた

えすることができま

すように、イエス様
さま

に祈
いの

りたいと思
おも

います。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：確信
かくしん

を持
も

って証
あか

しする 

神様
かみさま

は、私
わたし

たちの心
こころ

にちゃんと働
はたら

いてくださっているのでしょうかと、時
とき

たま（たまに）思
おも

うことがありま

す。なぜなら、悪
わる

い思
おも

いに支配
しはい

されたり、失敗
しっぱい

したりするからです。本当
ほんとう

に神様
かみさま

は、私
わたし

たちの心
こころ

にいてくださ

っているのか聖書
せいしょ

を使
つか

って調
しら

べてみたいと思
おも

います。 

第一
だいいち

ヨハネ5
ご

： 1 3
じゅうさん

節
せつ

には、こう書
か

いてあります。「神
かみ

の子
こ

の名
な

を信
しん

じているあなたがたに、これらのことを書
か



き送
おく

るのは、永遠
えいえん

の命
いのち

を得
え

ていることを悟
さと

らせたいからです。」とあります。ガイドには、「もし私
わたし

たちがイエス

にある救
すく

いの確信
かくしん

を個
こ

人
じん

的
てき

に持
も

っていなければ、それをほかの人
ひと

に伝
つた

えることはできません。」とあります。 

聖書
せいしょ

の言
こと

葉
ば

をそのまま信
しん

じ、そして、私
わたし

たちがいかに神様
かみさま

に愛
あい

されているかを瞑想
めいそう

する（心
こころ

に思
おも

う）時
とき

、

聖霊
せいれい

様
さま

が働
はたら

いてくださって私
わたし

たちの心
こころ

に確信
かくしん

を与
あた

えてくださる事
こと

は、間
ま

違
ちが

いなしです。 

私
わたし

たちは、「永遠
えいえん

の命
いのち

」を既
すで

に得
え

ているのです。そのことを喜
よろこ

びたいと思
おも

います。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：証
あか

しをするに値
あたい

すること 

こんな経験
けいけん

はないでしょうか。新品
しんぴん

の靴
くつ

に変
か

えた時
とき

、（※10

じゅう

馴染
な じ

まなくて）今
いま

まで※10

じゅう

馴染
な じ

んでいた古
ふる

い靴
くつ

に履
は

き

かえた事
こと

はないでしょうか。 

変
か

わること、変化
へんか

は、はじめはとても体
からだ

に※10

じゅう

馴染
な じ

まないものです。今
いま

までの生活
せいかつ

を変
か

えるように神様
かみさま

に示
しめ

され、

新
あたら

しい思
おも

い、例
たと

えば、「何
なん

だあんなやつ無視
む し

してしまえ」と思
おも

っていたのが「気
き

はすすまないけど、笑
え

顔
がお

で挨拶
あいさつ

し

てみよう」と自分
じぶん

の行動
こうどう

を変
か

えたとします。このように、やりたくないことをやるということは心
こころ

が痛
いた

い思
おも

いをし

ます。実
じつ

は、これが「キリストと共
とも

に十字架
じゅうじか

につけられる」という意味
い み

です。その後
あと

に私
わたし

たちの心
こころ

に起
お

こる喜
よろこ

び

は、神様
かみさま

を知
し

る素晴
す ば

らしい体験
たいけん

となり、この体験
たいけん

を証
あか

しする時
とき

、聞
き

く人々
ひとびと

にも大
おお

きな喜
よろこ

びが訪
おとず

れます。 

※1 0
じゅう

馴染
な じ

まない（合
あ

わない）・馴染
な じ

んで（合
あ

う） 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

イエス様
さま

を伝
つた

えること、証
あか

しすることについて、あなたは、どう感
かん

じたでしょうか。 

安息
あんそく

日
にち

に教会
きょうかい

に出席
しゅっせき

し、SSガイドを学
まな

んでいるのですから、心
こころ

から「神
かみ

の子
こ

の名
な

を信
しん

じるあなたがたに・・・

永遠
えいえん

の命
いのち

を得
え

ていることを※1 1

じゅういち

悟
さと

らせる」と神様
かみさま

は、おっしゃっているのですから体験
たいけん

したいと思
おも

いませんか。

そして、もっともっとイエスと関係
かんけい

を深
ふか

めていきませんか。きっと私
わたし

たちは、イエス様
さま

の※1 2

じゅうに

十字架
じゅうじか

の贖
あがな

いの力
ちから

でイエス様
さま

に似
に

た性格
せいかく

に変化
へんか

していくことと思
おも

います。 

そして、生活
せいかつ

態
たい

度
ど

も人
ひと

に対する態
たい

度
ど

も変
か

わっていきます。 

イエス様
さま

から来る平安
へいあん

は、イエス様
さま

を伝
つた

える大
おお

きな力
ちから

となると確信
かくしん

しています。 

この喜
よろこ

びを友人
ゆうじん

やお知
し

り合
あ

いにお伝
つた

えする事
こと

が、証
あか

しすることなのではないかと思
おも

います。 

皆
みな

さんは、どう思
おも

いますか。 

※ 1 1
じゅういち

悟
さと

らせる（はっきりと理解
りかい

させる） 

※1 2
じゅうに

十字架
じゅうじか

の贖
あがな

い（十字架
じゅうじか

により亡
な

くなることで人間
にんげん

に自分
じぶん

の命
いのち

を与
あた

える） 


